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 今年で11回目を迎えたFD学生の声コンクールは，「多様性」「空気」のキーワードをテーマに作品を募集し，応募総数４7

作品の中から，最優秀賞１作品，優秀賞4作品，佳作16作品を選出しました。受賞作品は，「FD学生の声コンクール新

聞」として作成し，2019年4月に新入生に配布する予定です。 

 ＦＤ川柳部門においては，応募総数119作品の中から，FD川柳大賞1作品，佳作8作品，入選13作品を選出しました。 

今回も，学生のほか，教職員から応募が多数ありました。以下受賞作品を紹介します。 
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第15回ＦＤ シンポジウムを開催しました 
11月17日（土）に第15回ＦＤシンポジウムを本学で実施しました。今年度は，「全入時代の初年次教育」をテーマに， 

沖 清豪 氏（早稲田大学教授），吉岡 路 氏（文部科学省高等教育局高等教育企画課専門官・高大接続改革プロジェクト

チーム）にご講演をいただき，その後パネルディスカッションが行われました。 

参加者からは，「初年次教育の現在までの流れ，今後の課題が整理されていて非常にわかりやすかった。」，「時間が短かっ

たので，もう少し時間が欲しかった。非常に勉強になった。」等の声が寄せられ，盛況のうちに幕を閉じました。 

 

 

おめでとうござ

います！ 

2 イベント開催報告 
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４ 学生ＦＤスタッフ活動報告(4) 

 

学習支援ハンドブック2019の撮影に協力しました 

ただいま作成中の学習支援ハンドブック2019に掲載する写真の撮影に協力しました。 

学生1：普段何気なく過ごしているキャンパスでの撮影は，とても良い思い出になりました。 

学生2：完成が待ち遠しいです！ 

 

 

 

 

 

「学生が選ぶベストティーチャー賞」 

「学生が選ぶベストティーチャー賞」は，学生の学生による学

生・教員のためのプロジェクトで，２０１４年度より，理想的な授

業をしている先生を選んで表彰しています 。 学生に「良い先

生とはどんな先生か」を考えさせ，また，ベストティーチャー賞

を受賞した教員の授業を学内外に公開することで,多くの教員

により良い授業を目指す際の参考にしてほしいという目的があ

ります。 

10月24日（水）～11月16日（金）の期間に，市ヶ谷・多摩・

小金井の3キャンパスで学生（学部生）からの投票を受け付

けました。今年のテーマは，「えっもう100分たったの！？〜

〇〇先生半端ないって！〜」。学生ＦＤスタッフが中心となっ

て広報活動を行った結果，1,993票もの票数が集まりました。

学生スタッフは，本活動を通して，他キャンパスを訪れること

ができ，良い経験となったようです。現在，ベストティーチャー

賞実行委員会において受賞者の選考を行っており，選考結

果は，12月下旬に本HPにて発表予定です。 

◆3キャンパスで実施の様子◆ 

 

３ 秋学期の授業改善アンケート 

学生による授業改善アンケートを実施中です！皆さまご協力のほどお

願いいたします。 

■実施期間：2018年12月10日（月）～2019年2月8日（金） 

■実施対象：秋学期および秋学期後半アンケート実施予定授業 

・全学部（市ケ谷リベラルアーツセンター等を含む） 

・通信教育部該当スクーリング科目 

・大学院専門職学位課程 

・大学院修士課程原則全専攻（大学院博士課程は実施しません） 

※履修登録者数が10名未満等，学部の判断により実施しない科目が

あります。 

学生配布用チラシ     

教室内掲示ポスター 

スクリーン投影用 

市ヶ谷キャンパス 

小金井キャンパス 多摩キャンパス 


